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本日の発表内容

１ 海洋短波レーダーの概要

２ これまでの検証実験と解析

３ 八丈島・野島埼間のデータ取得状況

４ 実用局免許の取得へ向けた改修



海洋短波レーダーの概要



海洋短波レーダーの概要

八丈島局 野島埼局

地方局（例：八丈島・野島埼局）

中央局
（海洋情報部事務室）

インターネットで公開

○観測結果の利用

・海難事故の未然防止

・船舶の経済的な運航

・効率的な漁業の実施

・海難発生時の海況把握



海洋短波レーダーの概要 ①八丈島・野島埼

項目 八丈島・野島埼

周波数 5.1 MHz ( 15kHz )

観測距離 6 – 200 km

分解能 10km（距離方向）10°（方位）3cm/s（流速）

送信時刻 常時

更新頻度 3時間毎

設置年 2001年 8月

メーカー CODAR社

野島埼局 送受信アンテナ

八丈島局 送受信アンテナ
2015.12.11深夜～朝かけての流況の変化
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海洋短波レーダーの概要 ②荒崎・伊豆大島

項目 荒崎・伊豆大島

周波数 24.5 MHz ( 100kHz )

観測距離 1.5 – 60 km

分解能 1.5（距離方向）7.5°（方位）3cm/s（流速）

送信時刻 0 – 10分

更新頻度 1時間毎

設置年 2012年 4月

メーカー 長野日本無線（株）

2015.12.11朝の流況の変化

大島局 送受信アンテナ

荒崎局 送受信アンテナ
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これまでの検証実験と解析



これまでの検証実験と解析 ①現場観測との比較実験

2012.10.31＠相模湾

• 沿岸型漂流ブイ

パイプシート型（３基）

パラシュート付（浮上型３基、沈降型３基）

ダミー人形付（１基）

• 船舶搭載ADCP

海上保安庁（測量船 海洋）

投入地点
08：30

揚収地点
14：00

約４海里

三浦半島

漂流ブイ及びダミー人形 投入直後の様子

パイプシート
(1~2m)

パラシュート（浮遊型）
(0~0.5m)

パラシュート（沈降型）
(2~3m)

ADCP

(5~6m)

パイプシート
(1~2m)

パラシュート（浮遊型）
(0~0.5m)

パラシュート（沈降型）
(2~3m)

ADCP

(5~6m)



これまでの検証実験と解析 ①現場観測との比較実験

35.17

35.18

35.19

35.2

35.21

35.22

35.23

139.43 139.44 139.45 139.46 139.47 139.48 139.49

パイプシート

パラシュート（沈下型）

パラシュート（浮遊型）

ADCP

HFレーダー

(°E)

(°N)

平均風向

漂流予測結果図

真値
パイプシート型ブイ

◆海洋短波レーダー検証結果
・漂流ブイやADCPのデータに匹敵する精度。
・漂流予測結果の誤差0.2ノット以内。
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① 各測器が取得した流向・流速の結果 ② 漂流予測プログラムを用いた検証



これまでの検証実験と解析 ①現場観測との比較実験

2012.3～7月の観測結果の主成分分析

○解析の流れ

①観測期間中の流向・流速の日平均場を計算

②主成分分析（EOF解析）

③求めた各成分のスコア・係数を３種類のパラメータと比較

④相模湾における流況特性を把握



R=0.38

これまでの検証実験と解析 ②主成分分析

・相模湾では循環流が卓越
・スコアが正の時に反時計回り、スコアが負の時に
時計回りに流れが変動

⇒ 黒潮の接岸が反時計回りの条件

第一主成分負荷量の水平分布

寄与率：47%

第一主成分得点、潮位時系列変化（神津島）

離岸型 接岸型

神津島水位上昇
⇒ 黒潮接岸

赤線：第一主成分スコア
青線：神津島潮位変化



これまでの検証実験と解析 ②主成分分析

第二主成分負荷量の水平分布

辻堂

寄与率：17%
R= -0.80

第二主成分得点、南北風（辻堂）時系列変化

南
風

北
風

赤線：第二主成分スコア
青線：南北風

・スコアが正の時に南向きの流れ、負の時に北向き
の流れに変動

⇒ 南北風と相関がある



・沿岸域はスコアが正の時に東向きの流れになる
・沖合域では、スコアが正の時の湾東部と湾西部
の流向が異なる

⇒ 水深コンター図と重畳すると、水深500m
周辺が沿岸と沖合いの境界

⇒ 海底地形が関係している可能性もあるのでは
ないか
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これまでの検証実験と解析 ②主成分分析

水深線図（黄色は500m深線）
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第三主成分負荷量の水平分布



八丈島・野島埼間のデータ取得状況



八丈島・野島埼間のデータ取得状況

設置当初は野島埼局の電波が十分
八丈島まで届いていたが、2012年
（平成25年度）には到達距離が20%

程度減少。

これまでの対応内容
○平成25年度
受信アンテナの基盤交換
⇒変化なし

○平成26年度
仮設アンテナケーブルによる検証
⇒到達距離は伸びたが、依然
当初の距離より20%程度減少
したまま

流況図
設置当初
（平成13年度）

今年度
（平成27年度）

野島埼ラジアルベクトル図



実用局免許の取得へ向けた改修



実用局免許の取得へ向けた改修

平成29年3月31日の実験局免許期間満了に伴い、実用局化へ向けて
以下の対応を予定している。

八丈島・野島埼 荒崎・伊豆大島

周波数 5.250 – 5.275 MHzへ移行 現状周波数帯を維持

コールサイン 送受信機能を追加 送受信機能を追加

空中線電力 現状維持 200W→80W程度へ引き下げ

主な対応内容
・周波数帯の移行
・国際モールス符号による識別信号の送受信
・空中線電力の調整

各局の現状と対応内容




